
第3回 ＩＳＩＴナノテク先端セミナー

日時： 2009年6月16日（火） 午後1時30分～5時00分
会場： 福岡市産学連携交流センター（FiaSFiaS） 交流ホール

＜参加無料＞

連絡先：（財）九州先端科学技術研究所（ＩＳＩＴ）
ナノテク研究室 白木1)・武部2)

1) shiraki@isit.or.jp, TEL: 092-805-3810, Fax: 092-805-3814
2) takebe@isit.or.jp, TEL: 092-802-6990, Fax: 092-805-3814

＜主催＞
（財）九州先端科学技術研究所 ISIT

15:00～15:20 ティータイム(お茶とお菓子)・休憩

15:20～16:40

産総研分子認識研究グループリーダー
丹羽修 博士

超平坦スパッタナノカーボン薄膜による高感度電気化学センシング
－ 材料・性能・デバイス構成・応用・さらなる展開 －

16:40～17:00 自由討論

13:40～15:00

産総研分子薄膜グループリーダー
阿澄玲子 博士

有機半導体材料の構造・パッキング・配向と電気特性
－ 有機薄膜トランジスタ －

13:30～13:40 開会の挨拶 ＩＳＩＴ所長 新海征治

＜共催＞
九州大学未来化学創造センター

福岡市

（兼） 第35回CFCセミナー
（兼） 第12回FiaSセミナー



交流センター発（始発は九大工学部前）、天神・博多
方面を帰路とされる方。右記の九大発（交流センター

到着は1～2分後）の西鉄バスもご利用になれます。

交流センター⇒九大 （昭和バス）

交流センター⇒学研都市駅 （昭和バス）

九大 ⇒交流センター （昭和バス）

学研都市駅 ⇒交流センター （昭和バス）

九州大学
伊都キャンパス 福岡市福岡市

産学連携産学連携
交流センター交流センター

九大学研都市駅

●
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申し込み様式（FAX/mail）

お名前：

ご所属：

お役職：

ご連絡先：
(TEL/mail)

なお個人情報につきましてはこのセミナーの目的以外には使用致しません。

本セミナーへのお申し込みは、下記の項目をご記載の上

電子メールまたはＦＡＸでお願いします。

〆切：平成２１年６月１1日（木）
◆第３回ＩＳＩＴナノテク先端セミナー（６月１６日(火)開催）◆

（財）九州先端科学技術研究所 ナノテク研究室 武部あて

ＦＡＸ：０９２－８０５－３８１４

電子メール：takebe@isit.or.jp


